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教育評価の実践に大きな地殻変動が起きている。その変動は，指導と評価の

一体化をめざして，今年創立１３１年目を迎えた歴史と伝統のある広島大学附属

東雲小学校から起こっている。

上梓される本書を読みながら，そんな気持ちを強く抱いている。

かつて，附属東雲小学校には多くの優れた実践研究者が集い，昭和年代後半

は小学校教育のトップランナーとして，続々と新機軸の研究を打ち出し出版を

重ねてきたが，ここしばらくは鳴りを潜めていた。

小学校の教育研究や教師教育・教育実習に貢献してきた，師範学校附属の流

れを汲み，小学校教育を牽引してきたと自負している，その附属東雲小学校が

再び胎動し始めたのは，評価パラダイムの転換が始まり，その規準や基準づく

りに学校現場が迷走し，困惑し始めた，時あたかも学習指導要録から「相対評

価」が姿を消し，子どもの立場に寄り添った「絶対評価」乃至「到達度評価」

のあり方や必要性が求められ始めた時期である。

基礎・基本の必要性が叫ばれている今日の教育状況の中で，子どもに何を教

え，学ばせなければならないか，どのように教え，学ばせるのか，についての

課題意識にたって，これまで蓄積してきた「しののめ」の学力観に則って，

「小学校教育に求められる基礎・基本を問う」，を研究テーマとして，地道か

つ真摯に検討を積み重ね，実証的に研究を行ってきた。

具体的には，附属東雲小学校の教育課程の全教科・領域に渡って，パフォー

マンス課題やルーブリックなど，新しい評価の進め方や方法・手続きを授業の

実際に即してどのように適用するのかについて，小学校現場のニーズに合った

手引きとなるべき提案を行っている。

この研究は，現在も発展途上にあり，今も日々進化し続けているが，石の上

はしがき 1



にもの喩え通り，研究を始めて３年以上経過したのを契機に，また一定の成果

も得られたので，その研究成果の一端を公開することが，附属学校に課せられ

た使命であると考えて，ここに本書の公刊に踏み切った。

本書が，古くて新しく，永遠の教育課題である評価について，空理空論に走

ることなく，子どもの実態に即した学校現場からの熱き思いであることを，読

者に届けることができると同時に，混迷を続ける評価のあり方について一石を

投じ，教育実践の改善に寄与することができるならば，それに勝る喜びはない

と考える。

最後になりましたが，本校の財政状況に格段の配慮を頂き，本書の刊行をご

快諾頂いた，株式会社東洋館出版社 錦織与志二氏に対して深甚の謝意を表す

るとともに，刊行の企画から編集まで懇切な指導・助言を賜った，編集部 永

井信氏，大場亨氏はじめスタッフの皆様にも心より御礼申し上げる次第であ

る。

２００６年１０月

広島大学附属東雲小学校長

上 田 邦 夫
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